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複雑性尿路感染症 に対 するCarumonamの 臨床的検討

山下拓郎 ・植田省吾 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

新 しく開発 された単環系β-lactam抗 生斉1であるcarumonam(CRMN,AMA-1080)

を21例 の慢性複雑性尿路感染症 に使用 し,臨 床効果および安全性の検討 を行 った。投与方

法は全例点滴静注で行い,投 与量は1回 にcarumonamlg,も し くは0-5gを1日2回,

期 間は5日 間連続投与を原則 とした。UTI薬 効評価基準による臨床効果判定では,20例 中

著効2例,有 効12例,無 効6例 で,総 合有効率70%で あ った。細菌学的効果では12菌 種

26株 に対 し,88.5%の 菌 消失率であった。副作用 に関 しては,自 他覚的にも,血 液生化学

的検査において もとくに異常は認 めなか った。

序 文

Carumonam (CRMN,AMA-1080)は 武 田薬品工業

株式会社が開発した新 しい単環系β-lactam抗 生剤で,

β-lactamaseに 強い抵抗性を有し,Pseudomoms aeru-

8inosaを含むグラム陰性菌 に強い抗菌力 を示すとされ

ている1～5)。

今回,我々は慢性複雑性尿路感染症21例 に本剤を使用

する機会を得たのでその臨床成績を報告する。

1.材 料 と 方 法

久留米大学病院泌尿器科および関連施設病院入院

患者の内,慢 性複雑性尿路感染症21例 に原則 として

1回 にCRMNを19,も し くは0 .59を1日2回 点

滴静注で投与 した。投与期間は,原 則 として5日 間

連続投与 とした。臨床効果の判定は,UTI薬 効評価

基準(第2版 および補遺)に 従って判定 した6,7)。ま

た薬剤投与前後の血液生化学的検査値の推移,自 他

覚的副作用の有無 を検討 した。

2.成 績

症例の一覧をTable 1に 示 した。この内,UTI薬

効評価基準に合致 した ものが20例 で,そ れらの総合

臨床効果 をTable 2に 示 した。著効2例,有 効12

例,無 効6例 で,著 効,有 効 をあわせた総合有効率

は,20例 中14例(70%)で あ った。 これを疾患病態

群別に見た成績がTable 3で ある。単独菌感染14例

および複数菌感染6例 の有効率は、 それぞれ64%

と,83%で あ った。

細菌学的効果ではTable 4に 示 す ごとく投与前尿

より12菌 種26株 が分離され,P.aeruginosa 4株 中

の2株,Enterococcus faecalis 2株 中 の1株 を除 き,

26株 中23株 が本剤投与後に消失 してお り,88.5%

の消 失率であった。投与後 出現菌は6菌 種11株 が認

め られ,そ の 内6株(55%)はGandidaで あ った

(Table 5)。

副作用に関 しては,自 他覚的にも,血 液生化学的

検査において も本剤投与 によると思われる異常は認

めなかった(Table 6)。

3.考 察

CRMNは 武 田薬品工業株式会社が開発 した新 し

い 単環系 β-lactam抗 生 剤 でβ-lacta」naseに 強 い

抵抗性を有 し,P.aeruginosaを 含 むグラム陰性菌

に強い抗菌力を示す とされている1～5)。また本剤投与

時,高 い血中濃度が得 られ,尿 中排泄 も8時 間で約

70～80%で あ るといわれてお り5),そ の 強い抗菌力

と高い尿中排泄率 よりグラム陰性桿菌 を起炎菌 とす

る複雑性尿路感染症 に対 し有用な薬剤であろうと考

えられた。

今回,我 々は本剤を21例 の慢性複雑性尿路感染症

に使用 し総合有効率70%,細 菌学的効果では菌消失

率88.5%と い う結果 を得た。当教室の植田らが同 じ

く単 環 系 β-lactam抗 生 剤 で あ るaztreonam

(AZT,SQ26,776)を21例 の慢性複雑性尿路感染症

に対 し使用 し,総 合有効率60%,菌 消 失率86.2%で
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Table 2 Overall clinical efficacy of carumonam in complicated U. T. I.

0.5g×2/day, 5 days treatment

1.0g×2/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical  efficacy of carumonam classified by type of infection

Table 5 Strains* appearing after carumonam treatment

in complicated U. T. I.

* : regardless of bacterial count
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Table 4 Bacteriological response to carumonam

in complicated U. T. I.

Persisted: regardless of bacterial count

Table 6 Laboratory test

B: Before A: After
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あったと報告 している8)。 この成績 と比較 して本剤

は総合有効率でより良好 な成績 を示 し,細 菌学的効

果では同等,も しくはやや良好な成績 を示している。

本剤による膿尿改善がAZTよ り良好で,こ れが総

合有効率の向上 につなが ったものと考 えられる。

副作用に関 しては全例 自他覚的に も,血 液生化学

的検査においても異常は認められなかった。全国集

計では815例 中15例(1.8%)に 副作用の発現 を見

ているが,い ずれ も一過性の ものであった。

以上のことよ り,本 剤は慢性複雑性尿路感染症 に

対して,有 用かつ安全性の高い薬剤であると考 えら

れる。
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CARUMONAM IN CHRONIC

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

TAKURO YAMASHITA, SHOGO UEDA and KOSAKU ETO

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine, Kurume, Fukuoka

(Director: Prof. KOSAKU ETO)

Carumonam (AMA-1080, CRMN) was administered to 21 patients with complicated urinary tract
infection and was clinically evaluated as excellent in 2 cases (10%), moderate in 12 (60%) and poor in
6 (30%), the overall efficacy rate being 70%.
In a bacteriological study, 23 out of 26 strains (88.5%) were either eradicated or replaced.
No side effects were observed.


